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1  はじめに 

研究生活において、スライドを用いたプレゼン

テーションは自身の研究を他者に伝えるための重

要な機会である。そのため研究室に所属する学生

は様々な場面でスライドを作成し、発表をする機

会を持つことになる。しかし研究室に配属された

ばかりの学生はスライドを用いた発表の経験があ

まりなく、不慣れであることが多い。そのため、

発表で自身の伝えたい内容がうまく伝わらないこ

とが起こり得る。このような発表の不慣れを解消

するために発表練習などを通して、教員や上級生

からスライドや発表に関する指摘やアドバイスを

受ける必要がある。発表練習から、後の発表の質

の向上に有効なフィードバックを得る手段として

考えられるのは、まず口頭での指摘である。口頭

での指摘の問題点として、あとで振り返ることの

コストが大きいことが挙げられる。これは、メモ

を取ったとしても口頭で発言した内容を、一字一

句ニュアンスも含め記録することは困難であり、

録音したとしても、多くの人から口頭での指摘を

受けた場合に人手で整理するのは手間が多く、更

には音声にタグやメモなどの何らかの付加情報が

なければ、音声を聴くまで内容を想起することが

出来ないからである。その他には、ハンドアウト

にスライドサムネイルを印刷し、そこへ直接指摘

を書き込む方法も考えられが、個人ごとに各々の

紙に指摘を書き込むことから、多くの人から指摘

を受けた場合、同じスライドに対する指摘が異な

る紙に異なる表現で記述されるなど、振り返るに

は不都合なことが多くなってしまうことが考えら

れる。本研究では、発表技術を身に付ける上で重

要である発表練習に着目し、聴き手からの効果的

なフィードバックを取得可能なシステムを提案す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

2  発表技術と発表練習 

本研究における発表技術とは、スライドを用い

た発表を行う上で自身の意図を明確に伝える技術

のことである。例を挙げると、聴き手が理解しや

すいようなストーリーを組み立てる技術や、スラ

イドの文章や図を見やすく配置したり適切な分量

に調整したりする技術のことである。本研究では

このような発表技術を３つに分類する。一つはプ

レゼンテーションの構成を考える技術である。発

表全体の分量に対する、個々の話の分量のバラン

スや発表のストーリー、スライド間のつながりを

考える技術となる。二つ目は個々のスライドを作

成する技術である。これは配色や文章、図の配置、

文章のインデントなどの個々のスライドを聴き手

が理解しやすいように作成する技術である。三つ

目は発話や身振り手振りに関する技術である。発

表練習ではスライドを作成するときに、一つ目と

二つ目の技術が必要となり、実際に発表を行うと

きには三つ目の技術が必要となる。発表技術を身

に付ける上で三つの分類の全てに関して、上級者

からフィードバックを受けることができるため、

発表練習は発表技術向上に有効である。対象とす

る発表練習の形式は以下のようなものとなる。 

 発表者は PowerPoint を用いて作成した 

スライドを用いて発表する 

 発表者はスライドをスクリーンに表示し 

聴き手と対面して発表を行う 

 音声、時間などの発表情報を記録する 

 発表が終わった直後には聴き手から発表に関

するアドバイスや指摘を口頭で行うための時

間が設けられる 

発表と発表直後の発言フェーズを合わせて本研

究における発表練習とする。 

3  発表練習システム 

発表練習から効果的なフィードバックを受ける

ためには、次の二つの要件を満たすべきであると

考える。一つ目は一度の発表練習でより多くのフ

ィードバックを集めることである。これは、多く

のフィードバックを集めることによって発表を改

善する上で必要な情報がより多く集まると考えら

れるからである。もう一つは聴き手がフィードバ
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ックの入力する作業が、聴き手の発表を聴く妨げ

とならないことである。これは聴き手が発表内容

を理解しながらフィードバックを入力することが

困難となってしまうことで、正確なフィードバッ

クが得られなくなってしまうことを避けるためで

ある。上記の要件を満たすシステムを開発するた

めに以下のような仕組みを採り入れた。 

1. よくある指摘を定型文の選択で容易に行う    

ことができる 

2. スライド内の要素やスライドを容易に選択し、

指摘と関連付けることができる 

3. 発表直後に聴き手による口頭での 

アドバイス・指摘を記録することができる 

ここで述べているよくある指摘は筆者の前年の

研究[1]で調査したスライドに関するよくある指摘

に加え、研究室の発表練習でよくある指摘、そし

て発表技術に関する書籍[2][3]に基づいて定めた。

1 と 2 の仕組みにより文字入力など入力コストの高

い操作を行う必要がないため、すばやく入力する

ことができると考えられる。3 の発表直後に発言に

よりアドバイス・指摘を行うのは、定型文だけで

はできない複雑な指摘をカバーするためである。

定型文と発言の両者を組み合わせることで、簡単

な指摘から複雑な指摘まで適切な方法で指摘する

ことができる。これらの仕組みを採り入れたイン

タフェースをウェブアプリケーションとして作成

した。 

3.1  フィードバックの入力 

 
図 1: スライド指摘画面(左上),  

構成指摘画面(右上), 発言指摘画面(下) 

スライドに関する指摘画面(図 1 左上)ではスラ

イド中の要素(文字・図など)と画面右に表示され

た定型文をタップ操作によって選択することで、

指摘を行うことができる。スライドの構成に関す

る指摘画面(図 1 右上)では、単数・または複数の

スライドを選択し、右に表示された定型文を選択

することで指摘を行うことができる。発言による

指摘を行うための画面は(図 1 下)である。発言に

よる指摘は、発表が終わった直後に行う。これは

発言による指摘を行うためには発表を止める必要

があり、発表練習を本番と同じに近い条件で行う

ことができなくなってしまうからである。ただし

発言により指摘を行いたい内容は発表中に思いつ

くと思われるため、発言により指摘を行いたいと

いう意思表示は発表中に行うことができる。この

ときに、発言することの簡単な内容とその対象を

定型文により指摘するときと同じ要領で、入力す

ることができる。 

3.2  フィードバックの閲覧・検索 

サーバに記録されたフィードバック情報を適切

に利用するために、発表練習へのフィードバック

を閲覧するためのシステムを用いる。このシステ

ムは発表練習で聴き手から得たフィードバックを

指摘の内容・対象となる要素・行った人・行われ

た時間などの指摘の情報を元に整理し発表者に提

示する。指摘の多い箇所や内容として多かったも

のを閲覧でき、同じ指摘がなされた場所や、同じ

要素になされた指摘などの検索をすることもでき

る。 

4  おわりに 

本研究では、発表練習から効果的にフィードバ

ックを得るためのシステムを提案した。提案シス

テムは定型文を選択する方式を用いることで、聴

き手が発表を聴くことを妨げることなくフィード

バックを入力することができ、発表直後に発言に

よる指摘を行う機会を設け、その発言の情報を記

録することで、定型文のみではカバーできない詳

細なフィードバックも得ることが出来ると期待で

きる。また、発表者は聴き手からのフィードバッ

クをシステムが整理した形で取得することで、効

果的にフィードバックを活用することができると

考えられる。今後の課題として、作成したシステ

ムの本格的な運用を行い、システムの有効性を検

証することが挙げられる。 
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